
資料３

第１回首都圏空港（成田・羽田）における国際航空機能拡充プランの
具体化方策についての懇談会

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

首都圏空港の現況と一体的活用に向けての
これまでの経緯等について

平成２１年４月１０日



目 次

１． 首都圏空港の一体的活用に関するこれまでの経緯

２． 成田空港の現況

３． 羽田空港の現況

４． 羽田空港の深夜・早朝時間帯の現況等

５． 成田空港及び羽田空港のアクセス及び乗継ぎの現況等

６． 首都圏空港の一体的活用の経済効果



１．首都圏空港の一体的活用に関するこれまでの経緯
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成田空港と羽田空港の一体的活用に関する経緯

アジア・ゲートウェイ構想（抄）
（平成19年5月16日）

第一節 首都圏における空港のあり方
１．羽田空港及び成田空港のあり方
(2) 今後のあり方
① 羽田空港については、再拡張事業が完了(2010年
10月供用開始予定)すると、発着能力が現在の29.6万
回／年から40.7万回／年に拡大することから、まずは、
国内航空ネットワークの充実を図る必要がある。
同時に、将来の国内航空需要に対応した発着枠を
確保しつつ、成田空港の国際空港機能を補完するも
のとして、昼間時間帯（6時～23時）において国際旅客
定期便を就航させることとする。（中略）
また、深夜早朝時間帯（夜23時～朝6時）について
は、騒音問題により成田空港がクローズしているため、
再拡張事業の完了後においては、騒音問題等に配慮
しつつ、貨物便も含めた国際定期便を就航させ、首都
圏における空港の24時間化を実現する必要がある。
（略）
② （略）
③ （略）
④ 首都圏における両空港（成田と羽田）を一体的に活
用していくため、両空港間のアクセス改善等を図りつ
つ、旅客と貨物の円滑な移動を確保する等、両空港
の有機的連携を強化していく必要がある。
⑤ （略）

１．「航空自由化（アジア・オープンスカイ）」に向けた航空政
策の転換～ 航空自由化（アジア・オープンスカイ）による
戦略的な国際航ネットワークの構築、羽田の更なる国際
化、大都市圏国際空港の24 時間化

＜羽田の更なる国際化、大都市圏国際空港の24 時間化＞
○ 大都市圏国際空港は、国内航空ネットワークを海外に繋
げる重要な結節点。現在は低調な深夜早朝利用を促進
し（24 時間化）、国際空港として、最大限有効活用する。
○ また、2010 年に、再拡張事業等により、国際化に積極
的に対応する。増大する成田空港（年２万回増加）・羽田
空港（年３万回増加）の発着枠については、両空港のア
クセス改善等を図りつつ、国内輸送と国際輸送を円滑に
繋げ、戦略的・一体的に活用し、国際ネットワークを拡充
する。

交通政策審議会航空分科会答申（抄）
（平成19年6月21日）
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首都圏空港（成田・羽田）における国際航空機能拡充プラン①

１．「首都圏空港（成田・羽田）における国際航空機能拡充プラン」の内容については、経済
財政諮問会議での議論を踏まえ、「経済財政改革の基本方針（骨太の方針）２００８」に
おいて、以下のとおり閣議決定されている。

（１） 羽田空港

第四滑走路の供用開始時（２０１０年１０月予定）に、

①昼間時間帯（６時～２３時）において、年間約３万回の国際定期便を実現し、

近距離アジア・ビジネス路線を就航。（羽田にふさわしい近距離アジア・ビジネ
ス路線として、ソウル、上海等の都市、さらに、北京、台北、香港まで就航して
いくこととする）

② 深夜早朝時間帯において、年間約３万回の国際定期便を実現し、２３時～

翌６時の間は成田が騒音問題により閉鎖されていること等を踏まえ、欧米を
含む世界の主要都市に就航することにより、首都圏全体の国際航空機能の
２４時間化を実現。

（２） 成田空港

平行滑走路の北伸（２１８０ｍ→２５００ｍ）の供用開始時（２０１０年３月予定）に、
年間約２万回の国際定期便を増加し、長距離路線の充実や、需要の伸びの
著しいアジア諸国との国際ネットワークの拡充等を推進。
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首都圏空港（成田・羽田）における国際航空機能拡充プラン②

２．国土交通省航空局においては、「首都圏空港（成田・羽田）における国際航空機能拡充
プラン」に基づき、各国との航空交渉を本格化させている。

（１） 羽田空港に関して

昼間時間帯 ： 韓国及び香港との間で、国際定期便の開設について合意。

深夜早朝時間帯： アジアでは、マレーシア、韓国、シンガポール、タイ及び香港、
欧州では、フランス、イギリス、オランダ及びドイツ、北米では
カナダとの間で、国際定期便の開設について合意。

現在までのところ、ドイツ、ベトナム、インド、オーストリア、カタール、フィンランド、
スカンジナビア三国、シンガポール、アラブ首長国連邦、タイ、オランダ、香港及び
カナダとの間で、輸送力の拡大等について合意。
これにより、チェンナイ（インド）、ドーハ（カタール）、ストックホルム（スウェーデン）、
ドバイ及びアブダビ（アラブ首長国連邦）、カルガリー（カナダ）との間で、新規路線の
開設の見込み。

（２） 成田空港に関して
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経済対策の観点から見た成田・羽田両空港の位置づけ

平成２１年３月１０日経済財政諮問会議 金子国土交通大臣提出資料より抜粋

「日本牽引」プロジェクト（抄）

①国際ビジネスパワー強化

○ 羽田・成田空港の更なる容量拡大・機能強化 ○ 成田～都心～羽田のアクセス時間の大幅短縮等

経済危機対策（平成２１年４月１０日）より抜粋

第２章 具体的施策（抄）

Ⅱ．成長戦略－未来への投資

・羽田空港の容量拡大・機能強化 （Ｃ滑走路の延伸、総合的容量拡大調査等）

・東京駅～成田空港間30分台、東京駅～羽田空港間20分台。その結果、成田－羽田両空港間の鉄道アクセスを
100分程度→50分台を実現

３．底力発揮・21世紀型インフラ整備

（３）地域連携と競争力強化の基盤整備

○港湾・空港インフラの強化

○首都圏国際ハブ空港の実現のための総合的調査

（５）ソフトパワー・観光

○世界からのアクセスの抜本的な改善 （成田・羽田間アクセス改善、等）
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２．成田空港の現況
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成田市

神崎町

香取市

多古町

横芝光町山武市

芝山町

富里市

栄町

注）赤枠で示す自治体は、
成田国際空港圏自治体連絡協議会加盟の団体

成田空港の位置
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成田空港の現状

延べ投資額：約２兆２千億円

年間利用者数：約３，５００万人（２００７年）

・世界第７位の国際旅客数

・我が国の国際旅客の約６割は成田空港利用者

年間国際貨物取扱量：約２２０万トン（２００７年）

・世界第３位の国際貨物取扱量

・我が国の港別輸出入額第１位

【国際線】 ３６カ国、２地域 （９８都市） １７２６便／週

就航先

【国内線】 ８都市 １３３便／週 就航都市：札幌 小松 仙台 中部 大阪 広島 福岡 那覇 ※2008年冬ﾀﾞｲﾔ

成田空港の国際線シェア（旅客数）について

航空旅客数航空旅客数 55,,838311万人（万人（20072007年度）年度）

成田空港成田空港
33,,405405万万人人
58.4%58.4%関西空港関西空港

1,11,10101万人万人
18.9%18.9%

中部空港中部空港
556556万人万人
9.5%9.5%

福岡福岡
222288万人万人
3.9%3.9%

新千歳新千歳 8181万人万人 1.4%1.4%

その他その他 263263万人万人 4.5%4.5%

成田空港の国際線シェア（発着回数）について

航空機発着回数航空機発着回数 35.935.9万回（万回（20072007年度）年度）

成田空港成田空港
18.118.1万万回回
50.450.4%%

関西空港関西空港
8.08.0万回万回
22.222.2%%

中部空港中部空港
4.14.1万回万回
11.511.5%%

福岡福岡
1.71.7万回万回
4.74.7%%

新千歳新千歳 0.60.6万回万回 1.61.6%%

その他その他 1.71.7万回万回 7.27.2%%
羽田空港羽田空港
00.9.9万万回回
2.4%2.4%

羽田空港羽田空港
１９５１９５万万人人
３３.4%.4%
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成田空港における国際・国内ネットワークの現状

2009年3月1日現在就航している都市

成田空港

4040ヶ国ヶ国、、9494都市都市 15491549便便//週週

就航先（国際線）

就航先（国内線）

欧州

・イギリス ・イタリア ・オーストリア
・オランダ ・スイス ・デンマーク
・ドイツ ・トルコ ・フィンランド

・フランス ・ロシア

1111ヶ国ヶ国 1414都市都市 173173便便//週週

アフリカ・中東

・イラン ・エジプト

22ヶ国ヶ国 22都市都市 55便便//週週

北米

・アメリカ ・カナダ

22ヶ国ヶ国 2222都市都市 360360便便//週週

中南米

・ブラジル ・メキシコ

22ヶ国ヶ国 33都市都市 99便便//週週

オセアニア

・オーストラリア ・グアム島
・タヒチ ・ニューカレドニア
・ニュージーランド
・パプアニューギニア
・フィジー ・北マリアナ諸島

88ヶ国ヶ国 1313都市都市 134134便便//週週

南京

アジア
1515ヶ国ヶ国 4040都市都市 868868便便//週週

パース

シドニー

ブリスベン

パペーテ

コナ

ウランバートル

北京

長春

天津
青島

大連
瀋陽

ソウル
釜山

杭州
済州

西安
成都
重慶 上海

台北

香港

広州
シンセン 高雄

ハノイ

アモイ

ヘルシンキ

コペンハーゲン

ロンドン
パリ

ミラノ

アムステルダム

ミュンヘン
モスクワ

ローマ イスタンブール

フランクフルト

ウィーン
チューリッヒ

デリー
ムンバイ

タシケント

カラチ

ラホール

イスラマバードテヘラン

カイロ

ジャカルタ デンパサール

シンガポール

コロンボ

バンコク

プーケット

マニラ

ホーチミンシティ

クアラルン
プール

コキタナバル
マーレ

セブ

グアム

サイパン

ケアンズ

ポートモレスビー

クライスト
チャーチ

ゴールドコースト

オークランド

ヌーメア

ナンディ

サンパ
ウロ

ホノルル

デンバー

バンクーバー

サンフランシスコ

ポートランド
シアトル

ロサンゼルス
サンディエゴ
ティファナ

ダラス

サンアントニオ
ヒューストン

アトランタ

デトロイト

ワシントン

ニューヨーク

トロント

メキシコシティー

ボストンシカゴ

シンシナティ

ミネアポリス

札幌

仙
台

伊
丹

福岡
広
島

小
松

中部 成田空港

那覇

８８都市都市 １１２６２６便／週便／週

乗客数：３，５４８万人 ※乗客数：出典 ACI2007
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成田空港の現況と北伸事業

未買収地（ｈａ）

（平成20年6月30日現在） 空港用地 保安用地

敷地内居住者所有地 １．７

敷地外居住者所有地 ０．８ ０．０２

一 般 共 有 地 ０．５

一 坪 共 有 地 ０．４

敷 地 内 居 住 者 ２ 戸

団 結 小 屋 ９ 棟 ２ 棟

合 計 ３．４ ０．０２

大型機（A380・B747等）
通行不可

既設取付誘導路

東側誘導路

整備中
（平成21年春供用開始予定）

整備中
（平成22年3月供用開始予定）

暫定平行滑走路 ２,１８０m

北伸による平行滑走路2,500m化

への字誘導路

空港反対派占有地
空港反対派
占有地

空港反対派
建物
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成田空港の容量拡大の方向と可能性

○ 成田空港は、平成２２年３月に年間発着容量が２２万回に増加。
○ 平成２２年の成田空港の北伸整備や羽田空港の再拡張事業による発着容量の増大によっても、概ね１０年後に、首都圏の空港
容量は限界に達する。

○ 平成２０年３月に、成田空港会社から地元に対し、空港容量拡大の方向と可能性について説明。
【説明要旨】現行の運用時間（６時～２３時）のままでも、環境面、施設面及び運用面の制約が解消されればＡ・Ｂ滑走路で最大
約３０万回までの処理が可能。

国、千葉県、成田空港圏自治体連絡協議会を構成する市町及び成田空港会社が、成田空港の更なる容量拡大の検討
の着手に合意。これを受け、成田空港会社は３０万回を前提に作業を行う旨表明。

※「成田空港に関する四者協議会」とは、
成田空港の機能充実と地域との共生の推進に向けた課題について、関係４機関で協議する場として平成１３年５月に設置され、これまでに
１０回開催されている。北伸による平行滑走路の整備を行うにあたっても、騒音対策など様々な課題について本協議会で調整を行った。

構 成／国（航空局長）／千葉県（知事）／成田空港圏自治体連絡協議会を構成する市町（成田市、富里市、山武市、香取市、芝山町、多古町、
横芝光町、栄町、神崎町の９市町）の首長／成田国際空港株式会社（社長）

約15万回/年約15万回/年

（現状）
13.5万回/年

運用面等の制約を解消

することで約15万回まで

は処理可能

B滑走路も運用面等

の制約を解消するこ

とでA滑走路同等の

処理が可能

（現状）
６.5万回/年 成田空港の容量拡大に向けてはB滑走

路をA滑走路同等の処理能力にすること
がポイント

環境面、施設面
及び運用面の制約が
解消されれば
最大約３０万回
までの処理が可能

A滑走路 B滑走路
（4,000m） （2,500m）

平成2１年1月23日 成田空港に関する四者協議会開催

成田空港のポテンシャル（最大処理能力の可能性）
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３．羽田空港の現況
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Ａ滑走路
Ｃ滑走路

Ｂ滑走路

東京国際空港
（羽田空港）

Ｄ滑走路

羽田空港の位置
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羽田空港の現況

延べ投資額：約２兆２千億円（沖合展開以降）
年間利用者数：約６，７００万人（２００７年）

・世界第4位の旅客数
・我が国の国内旅客の約6割は羽田空港利用者 （国内線）約６，５００万人 （国際線）約２００万人

国際線

2010年の新滑走路供用開始後、大幅に増加予定（昼夜合わせて年間約6万回）４８４８都市都市 ４３５４３５便／便／日日 ※ ２００９年１月ダイヤ

国内定期便

国内線のシェア（発着回数）について国内線のシェア（旅客数）について

国内線発着回数

189.3万回

羽田
32.7万回
（17.2%）

伊丹
12.9万回(6.8%)

福岡
12.5万回(6.6%)

那覇
12.1万回
(6.4%)

千歳
9.7万回
(5.1%)
鹿児島
6.5万回
(3.4%)中部

6.1万回
(3.2%)

関西
5.0万回
(2.6%)

成田
1.5万回
(0.8%)

その他

（47.8%）
90.5万回

国内旅客
9,485万人

その他
1,355万人
（14.3%）

中部・名古屋
627万人
（6.6%）

成田
成田－伊丹
成田－中部

116万人
(1.3%)

羽田
6,136万人
（64.7%）890万人

伊丹

（9.4%）

羽田
(伊丹・関空路線を除く)

5,383万人
（56.8%）

羽田－伊丹 583万人(6.1%)
羽田－関空

170万人(1.8%)

航空輸送統計年報より作成

関空
361万人
（3.8%）

空港管理状況調書（H19）より作成
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羽田空港再拡張事業の整備概要

貨物ﾀｰﾐﾅﾙ地区
旅客ﾀｰﾐﾅﾙ地区

整備地区

旅客ﾀｰﾐﾅﾙ地区貨物ﾀｰﾐﾅﾙ地区 給
油
地
区

多
摩
川
河
口
法
線

滑走路整備事業

接続
部

国際線地区整備事業
（ＰＦＩ事業）

桟橋部

滑走路平行方向断面図

桟橋部桟橋部

滑走路平行方向断面図

国際旅客ゾーン

エプロンゾーン
国際貨物ゾーン

東京モノレール

京浜急行

環八通り

国際線地区

国際旅客ゾーン

エプロンゾーン
国際貨物ゾーン

東京モノレール

京浜急行

環八通り

国際線地区

接続部

伸縮装置桟橋側 埋立側

台座コンク
リート

伸縮装置桟橋側 埋立側

台座コンク
リート

C滑走路延伸

C滑走路3,000m

A滑走路3,000m

B
滑
走
路
2,500m

D
滑
走
路
2,500m

360m
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羽田の昼間時間帯の発着回数の増加及び発着枠の配分

１．昼間時間帯の発着回数の増加について

供用開始当初

現在

最終形

（安全面を確認しなが
ら）

供用開始時

（2010年10月）

供用開始から

半年後

全体 30.3万回 33.1万回 35.0万回 40.7万回

国際線 （注１） 約3.0万回 約3.0万回 （注２）

国内線 29.4万回 約30.1万回 約32.0万回 （注２）

（注１）国際チャーター便を0.9万回運航。
（注２）発着回数の増加は、管制の安全確保等を図りつつ段階的に実施。

また、国内線需要に適切に対応しつつ、国内・国際双方の需要の伸びを勘案して、国際線の増加を推進。

２．発着枠の配分（国内線）について

羽田空港等の混雑空港の使用については、５年ごとに、従前の使用状況に配慮しつつ発着枠の配分の見直しを行うこととされ
ており、2010年２月に５年の期限が到来することとなっている。
これまで、羽田空港の発着枠の配分については、新規航空会社の参入・拡大を通じた競争促進と、地方ネットワークの維持・形
成を図ることを基本とし、新規航空会社への優先的な配分を行うとともに、ミニマムのネットワークの維持・形成のための措置を講
じてきたところである。
羽田空港の発着枠が抜本的に増加する2010年以降の新たなステージにおける羽田空港の国内線の発着枠の配分のあり方に
ついて、航空局長の私的懇談会として「羽田空港発着枠の配分基準検討懇談会」を開催し、基本的な考え方の整理のための検
討を行うこととしている。

【開催状況（全６回開催予定）】
Ｈ20.12 第１回懇談会開催
Ｈ21.  4以降 第２回懇談会開催予定
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ＰＦＩ手法を活用した整備・運営

スケジュール

ＰＴＢ

貨物上屋

旅客ターミナルビル等整備・運営事業
貨物ターミナル整備・運営事業
エプロン等整備等事業の３事業に区分

駐車場

凡例

旅客ターミナルビル等事業

貨物ターミナル事業

エプロン等事業

その他主要事業

（京浜急行・東京モノレール）

平成２０年 ５月 着工

平成２２年１０月（予定） 供用開始

事業概要

完成イメージ（提案時）

事業者 ： 東京国際空港ターミナル株式会社

（代表企業： 日本空港ビルデング㈱）

事業期間 ： 工事着工から３０年間

事業方式 ： 独立採算型

（国費を投入せず、事業者が施設使用料収入等によ

り施設整備費を回収する）

年間旅客数 ： 約７００万人（想定）

○民間事業者の資金やノウハウを活用した効率的・効果的な施設整備
○空港利用者に対するサービス水準の向上
（事業者の選定は公募型プロポーザル方式によりターミナルの運営面を
中心に評価）

国際線地区整備事業の全体図
施設概要

施設概要 ： 敷地面積 約13万㎡
旅客ＴＢ等 ５階建て、延床面積 約15万9千㎡
駐車場 ６階７段、約2,300台収容、

延床面積約６万７千㎡

東京国際空港旅客ターミナルビル等事業概要
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ＰＦＩ手法を活用した整備・運営

スケジュール

ＰＴＢ

貨物上屋

旅客ターミナルビル等整備・運営事業
貨物ターミナル整備・運営事業
エプロン等整備等事業の３事業に区分

駐車場

凡例

旅客ターミナルビル等事業

貨物ターミナル事業

エプロン等事業

その他主要事業

（京浜急行・東京モノレール）

事業概要

○民間事業者の資金やノウハウを活用した効率的・効果的な施設整備
○空港利用者に対するサービス水準の向上
（事業者の選定は公募型プロポーザル方式によりターミナルの運営面を
中心に評価）

国際線地区整備事業の全体図
施設概要

事業者 ： 東京国際エアカーゴターミナル株式会社

（代表企業： 三井物産㈱）

事業期間 ： 工事着工から３０年間

事業方式 ： 独立採算型

（国費を投入せず、事業者が施設使用料収入等によ

り施設整備費を回収する）

年間貨物量 ： 約５０万トン（想定）

施設概要 ： 敷地面積 ：約17万㎡
貨物上屋 ３棟、延床面積約12万8千㎡
奥行70ｍ、無柱構造
燻蒸施設 ５槽

平成２１年 ３月 着工

平成２２年１０月（予定） 供用開始

東京国際空港貨物ターミナル事業概要

完成イメージ（提案時）
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第２旅客ターミナルビル
ＡＮＡ，ＡＤＯ，ＳＮＡ
固定スポット：20

Ｐ４

【 第２ターミナルビル増築計画 】

・本館部分

建築面積：約11,000㎡
延床面積：約50,000㎡
構 造：鉄骨造
階 層：地上6階、地下2階
2008(平成20)年12月着工
2010(平成22)年8月竣工予定

東京国際空港国内線第２旅客ターミナルの増築

【 Ｐ４駐車場立体化 】

・本格立体駐車場
建築面積：約10,000㎡
延床面積：約46,000㎡
構 造：鉄筋鉄骨造
階 層：5層6段
収容台数：約1,600台
2009(平成21)年4月着工
2010(平成22)年8月竣工予定
※駐車場屋上へ太陽光ﾊﾟﾈﾙｼｽﾃﾑ整備予定
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羽田空港の跡地の利用

0 100m 500m

多摩川

海老取川

大田区市街地 川崎市

Ｂ
滑
走
路

天空橋駅

新駅（予定）

新設構内道路

既設構内道路等

Ａ滑走路

環状８号線に接続

国道３５７号に接続空
港
連
絡
道
路

京浜急行
東京モノレール

第１ゾーン

第２ゾーン

第３ゾーン

国際線地区

（平成22年10月供用開始予定）

神
奈
川
口
構
想
で
検
討
され
て
い
る
連
絡
道
路
※

0 100m 500m0 100m 500m

多摩川

海老取川

大田区市街地 川崎市

Ｂ
滑
走
路

天空橋駅

新駅（予定）

新設構内道路

既設構内道路等

Ａ滑走路

環状８号線に接続

国道３５７号に接続空
港
連
絡
道
路

京浜急行
東京モノレール

第１ゾーン

第２ゾーン

第３ゾーン

国際線地区

（平成22年10月供用開始予定）

神
奈
川
口
構
想
で
検
討
され
て
い
る
連
絡
道
路
※

羽田空港跡地利用基本計画 ゾーニング図
（第49回羽田空港移転問題協議会（ H20.3.28）において合意）

第２ゾーン

新滑走路・国際線ターミナルが供用開始される平成２２年１０月までに、「羽田空
港跡地利用基本計画」に沿った土地利用の具体化、基盤整備のあり方等につい
て検討し、跡地利用の事業化をどのように進めるのかを明らかにする「羽田空港
跡地まちづくり推進計画（仮称）」をとりまとめることについて確認した 。

第２ゾーン： 「国際交流機能、商業機能」
国際旅客ターミナルビルとの補完的・一体的な 旅客サービスの提供を進め
るための土地利用を促進する。

第50回羽田空港移転問題協議会（H21.3.27開催）
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４．羽田空港の深夜・早朝時間帯の現況等
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深夜早朝時間帯の羽田空港の発着便、アクセス及び宿泊施設の現状について

現行のモノレール、鉄道、バスは、現在の羽田空港発着の国内線の初便及び最終便利用旅客の、東京、神奈
川、埼玉、千葉方面のアクセスとして利用されることを想定して、そのダイヤが設定されている。

１．羽田空港発着便の現状

羽田空港出発便 ： （初便） 那 覇 行 ６時２０分 （最終便） 北九州行 ２３時１５分
（仁 川 行 ４時４５分）

羽田空港到着便 ： （初便） 北九州発 ６時５５分 （最終便） 関 西 発 ２３時２０分
（仁 川 発 ４時５０分） （最終便） 那 覇 発 ２３時２０分

【主要路線バス（首都圏各地発）】

東 京 ：（始発） ７時３０分 （終発）１９時０５分

新 宿 ：（始発） ５時１５分 （終発）１８時２０分

大井町 ：（始発） ５時３０分 （終発）２１時４２分

横 浜 ：（始発） ５時１５分 （終発）２２時２４分

千 葉 ：（始発） ４時４５分 （終発）２１時５０分

大 宮 ：（始発） ４時４５分 （終発）１９時５０分

【東京モノレール】 浜 松 町 ～ 羽田空港 間

浜 松 町 発 ：（始発） ５時００分 （終発）２３時３６分

【京浜急行電鉄】 品 川 ～ 羽田空港 間

品 川 発 ：（始発） ５時０２分 （終発） ０時０２分

(※)0：05 羽田空港発の浜松町行の臨時列車の運行が可能

２．深夜早朝時間帯のアクセスの現状

３．羽田空港の宿泊施設の現状

羽田エクセルホテル東急 客室総数 ３８７室 稼働率 ８８．２％※
※２００８年９月から２００９年３月までの７ヶ月間平均

羽田空港 発 ：（始発） ５時２１分 （終発）２３時５０分

羽田空港 発 ：（始発） ５時２７分 （終発） ０時０２分

【主要路線バス（羽田空港発）】

東 京 ：（始発） ８時３５分 （終発）１９時５５分

新 宿 ：（始発） ８時１５分 （終発）２３時３０分

大井町 ：（始発） ６時１０分 （終発）２２時１５分

横 浜 ：（始発） ６時２１分 （終発）２３時４０分

千 葉 ：（始発） ６時００分 （終発）２３時３０分

大 宮 ：（始発） ７時１０分 （終発）２２時４０分
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深夜早朝時間帯の羽田空港へのアクセス

平成20年９月12日（金）から、金曜日・日曜日の深夜と土曜日・月曜日の早朝に、京浜急行バスと東京空港交通が
空港リムジンバスを運行中。

当該リムジンバスは、羽田空港を早朝に発着する仁川空港便の旅客の以下のような流動による利用を想定している。

（出発客） ①首都圏各地から終発電車等により、品川、新宿、池袋、横浜に移動 （到着客） ①早朝に仁川空港から羽田空港に到着
②品川、新宿、池袋、横浜からリムジンバスで羽田空港に移動 ②羽田空港からリムジンバスで品川、新宿、池袋、横浜に移動
③深夜から早朝まで羽田空港ターミナルビル内で待機 ③品川、新宿、池袋、横浜から始発電車等により首都圏各地に移動
④早朝に羽田空港から仁川空港に出発

取り組みの内容

京浜急行バス

発時刻 バスターミナル 発時刻 羽田空港着 目的地 発時刻 発地 羽田空港着 羽田空港発 着地 着時刻

ＪＲ横須賀線 横 須 賀 ２３：２１
熱 海 ２２：３４
小 田 原 ２３：１０
藤 沢 ２３：４３

相鉄本線 海 老 名 ２３：４１
ＴＸ つ く ば ２３：１４
ＪＲ総武線快速 千 葉 ２３：５０
ＪＲ常磐線 柏 　０：２０
東急・ＪＲ山手線 自 由 が 丘 　０：４９

出発（金曜日・日曜日の深夜）

仁川
４：００
４：１５
４：３０

到着（土曜日・月曜日の早朝）

４：４５
５：１５
５：３０

仁川

０：２０

１：３０

横浜

品川

４：５５

４：５０

５：２０

５：１５

０：４５

１：５５

発地

ＪＲ東海道本線 横浜

品川

東京空港交通

発時刻 バスターミナル 発時刻 羽田空港着 目的地 発時刻 発地 羽田空港着羽田空港発 着地 着時刻

ＪＲ埼京線 大 宮 ２３：４６
東武東上線 川 越 市 ２３：４２
西武池袋線 所 沢 ２３：４９
京王線 京王八王子 ２２：５９
小田急線 町 田 ２３：５４
ＪＲ中央・総武線 三 鷹 　０：１５

出発（金曜日・日曜日の深夜） 到着（土曜日・月曜日の早朝）

池袋 ５：４０

４：４５
５：１５
５：３０

４：４５仁川
４：００
４：１５
４：３０

新宿 ５：２０

１：４５ 仁川

池袋

新宿

０：５０

１：１０

発地
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羽田空港発の深夜・早朝便の活用例①（例・ロンドン便）

羽田空港の利用については、あくまで想定であり、具体的な運航計画を前提としたものではない。

所要時間：
BA5：11：35
ＮＨ202：11：55
ＪＬ402：12：00

所要時間：
BA6：12：10
ＮＨ201：12：30
ＪＬ402：12：00

ロンドン

3：30BA5
12:35

9:10東 京 BA6
11:15

14：25 15：45ＪＬ402
19:00

16：00

ＪＬ402
12：00

0：00 2：00

5：00ＮＨ202
19:00

15：15

ＮＨ201
11:35

15:55

12:00 18:00 0:00 6:00 18:0012:00 0:00

8：00

4：30 6：30

6:00

9：30

所要時間：12：00
所要時間：11：30

成田空港利用（現行）成田空港利用（現行） 羽田空港利用（想定）羽田空港利用（想定）
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羽田空港発の深夜・早朝便の活用例②（例・バンクーバー便）

羽田空港の利用については、あくまで想定であり、具体的な運航計画を前提としたものではない。

バンクーバー

所要時間：
10:00

所要時間：
AC2:8:20

所要時間：
JL:8:30

21:00AC1
13：20

東 京

AC2
17:20

9:40 22:00

成田空港利用（現行）成田空港利用（現行） 羽田空港利用（想定）羽田空港利用（想定）

1:30
12:00 18:00 0:00 6:00 12:00 18:00

所要時間
10:00

17:30

所要時間
8:30

JL17
12:55

14：55

JL18
18:25

15：20 23：00 5：303：301：00

10:55
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５．成田空港及び羽田空港のアクセス及び乗継ぎの現況等
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羽田空港・成田空港へのアクセスの現状

交通手段 ルート 所要時間 本数（／1時間）

1～3

1～2

1～2

－

現状

新設・
改良

料金 アクセス手段分担率

①鉄道（ＪＲ・ＮＥＸ） 東京駅～成田空港駅 53分 2,940円

②鉄道（京成・スカイラ
イナー）

東京駅～日暮里駅（ＪＲ）・・日暮里駅（京成）～成田空港駅 約70分 2,070円

③リムジンバス 東京駅八重洲南口～成田空港
（※八重洲富士屋ホテル、Ｔ－ＣＡＴ経由）

約80～
110分

3,000円

④鉄道（成田新高速鉄
道）

東京駅～日暮里（ＪＲ）・・日暮里（成田新高速）～成田空港
駅

約55分 －

空港直行リムジンバ
ス 24.8％
成田エクスプレス
20.9％
京成スカイライナー
13.0%

成
田
空
港
へ
の
主
な

ア
ク
セ
ス
手
段

最大9

1～2

2～6

3～18

本数（／1時間）

新設・

改良

現状

560円28分東京駅～品川駅（ＪＲ）・・品川駅（京急）～羽田空港駅⑥鉄道（京急・蒲田駅
改良後）

900円約40分東京駅八重洲南口～羽田空港（第一ターミナル）

（※羽田空港第二ターミナル経由）

⑦リムジンバス

560円28分東京駅～品川駅（ＪＲ）・・品川駅（京急）～羽田空港駅⑥鉄道（京急）

東京モノレール
30.0％
京浜急行 27.8％
空港直行リムジンバ
ス 24.4％

620円24分東京駅～浜松町（ＪＲ）・・浜松町（モノレール）～羽田空港
第一ターミナル

⑤モノレール羽
田
空
港
へ
の
主
な
ア

ク
セ
ス
手
段

アクセス手段分担率料金所要時間ルート交通手段

3,580円モノ：3～18
ＮＥＸ：1～3

約90分羽田空港駅～浜松町駅（モノレール）・・浜松町駅（ＪＲ）～
東京駅（ＪＲ）・・東京駅（ＮＥＸ）～成田空港駅

⑧鉄道（モノレール＋

ＮＥＸ）

2,550円モノ：3～18
京成：1～2

約100分羽田空港駅～浜松町駅（モノレール）・・浜松町駅（ＪＲ）～
日暮里駅（ＪＲ）・・日暮里駅（京成）～成田空港駅

⑨鉄道（モノレール＋

京成・スカイライナー）

－

1～5

0～2

本数（／1時間）

新設・

改良

現状

－約80分羽田空港駅～浜松町駅（モノレール）・・浜松町駅（ＪＲ）～
日暮里駅（ＪＲ）・・日暮里駅（成田新高速）～成田空港駅

⑫鉄道（モノレール＋
成田新高速）

3,000円約75分羽田空港～成田空港⑪リムジンバス

空港リムジンバス
69.7％
鉄道（NEX・スカイライ
ナー） 12.5%
鉄道（その他） 3.8％

1,560円106分羽田空港駅～泉岳寺駅～押上駅～成田空港駅⑩鉄道（京浜＋都営浅
草＋京成）

羽
田
空
港
・
成
田
空
港
の
主

な
乗
り
継
ぎ
手
段

アクセス手段分担率料金所要時間ルート交通手段

○平成１８年度国際航空旅客動態調査を使用し羽田＝成田間の移動者数を推計した場合

・羽田空港から成田空港へ移動し、成田空港より出国した日本人・外国人＝３４４，２１３人／年
・成田空港へ入国した時も、成田空港から羽田空港へ移動したと仮定した場合＝３４４，２１３×２＝６８８，４２６人／年

出典：平成１9年度航空旅客動態調査（羽田アクセス）、平成18年度国際航空旅客動態調査（成田アクセス、羽田－成田乗継）、鉄道、バス、空港各社のＨＰ等より作成

１，８８６人／日
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都心と成田・羽田両空港及び両空港間の鉄道アクセスの現状

成田空港

羽田空港

横浜

川崎

京急
蒲田

品川

渋谷

新宿

上野
押上

京成高砂

小室 印旛日本医大
土屋

成田

千葉

成田新高速鉄道

成田エクスプレス

東京モノレール
京
急
線

京成本線

東
北
・
上
越
・
北
陸
新
幹
線

東京～空港第２ビル
現行最速５０分

日暮里～空港第２ビル
最速３６分（予定）

日暮里～空港第２ビル
現行最速５１分

浜松町～羽田第１ビル
現行最速１６分品川～羽田空港

現行最速１４分

池袋

成田高速鉄道アクセス線

（平成２２年度開業予定）
日暮里～成田空港第２ビル
５１分→３６分へ

京急蒲田駅の駅改良
（平成２４年度完成予定)
直通運転６本→９本/時

東京 都営浅草線

日暮里駅の駅改良
（平成２１年度完成予定)

品川
泉岳寺

押上
短絡線の整備イメージ

東京

日暮里

泉岳寺

浜松町

秋葉原

〔都心と成田空港の鉄道アクセスの現状〕
○都心から成田へは、現在、整備中の成田新高速鉄道が開業(平成２２年度)すると、
日暮里～成田空港(空港第２ビル)間のアクセス時間は５１分→３６分

○東京駅から成田へは、成田エクスプレスを利用すると、
東京～成田空港(空港第２ビル)間のアクセス時間は５０分

〔都心と羽田空港の鉄道アクセスの現状〕
○東京～(京浜東北線)～浜松町～(東京モノレール)～羽田空港(１ﾋﾞﾙ) ２４分
東京～(京浜東北線)～品川～(京急線)～羽田空港 ２８分

〔両空港間の鉄道アクセスの現状〕
○羽田空港～(京急線)～(都営浅草線)～(京成線)～成田空港(２ﾋﾞﾙ) １０６分（直通電車)

〔高速化に向けた検討〕

短絡線整備等により、都心と成田空港のアクセス３０分台、都心と羽田空港のアクセス２０分台、
両空港間のアクセス５０分台の実現を目指し、調査・検討中

※アクセスの現状の各所要時間は現行最速の値

大宮
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成田空港と羽田空港の乗継等に関するアンケート調査①

アンケート調査の目的アンケート調査の目的

成田空港－羽田空港の乗継の実態、両空港間の乗継に対する潜在ニーズ等を把握することを
目的とする。

アンケート調査の概要アンケート調査の概要

アンケート実施時期： ２００９年３月
アンケート実施方法： インターネットによるモニタ調査で、我が国の人口比に応じて配信。
サンプル獲得条件： 過去２年以内に海外渡航をした方

成田空港と羽田空港の乗継実態とその潜在需要調査のため、
関東地方を除く居住者が対象。

サンプル数：５００３
サンプル属性：

地方別： 北海道（6.2%）、東北（8.5%）、北陸・甲信越（9.5%）、東海（21.4%）、近畿（27.6%）、
中国（7.7%）、四国（4.2%）、九州・沖縄（15.0%）

男女比： 男性（48.3%）、女性（51.7%）
年齢別： 10代（2.2%）、20代（20.8%）、30代（38.1%）、40代（22%）、50代（11.8%）、60代（5.1%）
職業別： 公務員（5.0%）、経営者・役員（3.0%）、会社員（45.3%）、自営業（6%）、自由業（2.3%）、

専業主婦（16.6%）、パート/アルバイト （8.2%）、学生 （6.8%）、その他 （6.7%）
29



成田空港と羽田空港の乗継等に関するアンケート調査②

全員に対する主な質問内容全員に対する主な質問内容

海外渡航する際に利用したルート

渡航目的、最終目的地

成田－羽田間に新たな直通列車が開通すれば、利
用するか、利用する場合の料金水準

交通アクセス以外で、成田と羽田の乗継について
（あるいは乗り継ぐことを想定した場合に）、不便だと
感じる点、改善して欲しい点

① 成田と羽田を乗り継いで海外へ

② 成田空港から海外へ（羽田経由
しない）

③ 羽田空港から海外へ

④ 関西国際空港から海外へ

⑤ 中部国際空港から海外へ

⑥ 上記以外の国内空港から海外へ

成田－羽田間を乗り継いだ人への主な質問成田－羽田間を乗り継いだ人への主な質問

その経路を利用した理由

成田と羽田の乗継の際の交通手段

その交通手段を利用した理由

鉄道を利用した場合の不便な点

乗継の際の宿泊の有無と理由

地方空港から直接海外渡航をした人への主な質問地方空港から直接海外渡航をした人への主な質問

その経路を利用した理由

最初の乗継空港 30



６．首都圏空港の一体活用の経済効果
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成田空港と羽田空港の一体的活用の経済効果の検証について

2010年度以降の首都圏空港（成田・羽田）の空港容量の拡大及びこれを踏まえた、「首都圏空港における国際航
空機能拡充プラン（冬柴プラン）（平成20年5月）」の実施等を前提条件として、首都圏空港の一体的活用の経済効
果を検証する。

【経済効果の検証の概要】
・首都圏空港の一体的活用がもたらす人流・物流等の変化について、下記「経済効果算出のイメージ」のように因果関係を整理。
・航空需要及び関連する需要（鉄道等の他交通機関の利用増加、滞在需要増加など）を地域毎に推計し、地域別産業連関表を用いて、地域経済への
波及効果等について推計。

経済効果算出のイメージ（案）

事象 効果 予測される経済効果 予測される経済効果の内容

国内交通機関の利用増

日本国民の海外渡航選択
肢・利便性向上

観光・ビジネス需要の増加 滞在需要増加

外国人の訪日選択肢・利便
性向上

会議施設・関連需要増

国内運送の利用増

貨物取扱量の増加 輸出入・物流の活性化

生産設備の稼動増

首都圏在住者の海外渡航
ニーズ活性化

輸入品に対する需要増

深夜早朝アクセス需要の増
加

短期滞在需要増加

訪日外国人の首都圏及び全
国への訪問ニーズ活性化

成田市等地域・千葉ニュータ
ウン等地域・都心の連携強

沿線地域の開発促進 不動産・建設需要増加
成田空港の貨物地区整備、
羽田空港の国際航空貨物機
能の増強

成田空港の発着容量拡大
（国際線）

羽田空港の発着容量拡大
（国際線＋国内線）

首都圏空港の24時間化

成田新高速鉄道、北千葉道
路の整備
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